
一
八
世
紀
英
国
に
よ
る
太
平
洋
探
検
と
科
学

―
「
天
文
学
者
」
の
数
学
的
観
察
を
中
心
に
―

石
橋

悠
人

は
じ
め
に

一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
太
平
洋
探
検
に
は
、
急
速
に
科
学
的
要
素
が
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
七
六
〇
年
代

末
か
ら
一
七
七
〇
年
代
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
ク
ッ
ク
（
Jam
esCook）
の
航
海
を
嚆
矢
と
し
て
、
国
家
や
海
軍
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
る
探
検
事
業
へ
科
学
的
活
動
の
担
い
手
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
最
新
の
航
海
技
術
や
観
測
器
具
を

駆
使
し
て
、
各
種
の
数
学
的
観
察
・
測
定
に
従
事
す
る
「
天
文
学
者
」
た
ち
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
科
学
知
の
収
集
は
、
啓
蒙

の
世
紀
に
お
け
る
地
理
的
認
識
と
空
間
編
成
の
再
構
築
と
い
う
文
脈
と
明
確
に
連
動
し
て
い
た
。
そ
の
上
、
彼
ら
の
活
動
が
示
し
て

い
る
の
は
、
拡
張
期
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
い
て
、
天
文
学
、
航
海
技
術
、
そ
し
て
地
図
製
作
と
い
っ
た
領
域
が
極
め
て
重
視
さ
れ

て
い
た
点
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
天
文
学
者
が
敢
行
し
た
諸
観
察
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
探
検
事
業
と
科
学

技
術
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

近
年
、
探
検
に
お
け
る
科
学
的
活
動
に
は
多
大
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る(
)。
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
代
に
限
定
し
て
み
て
も
、

1
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探
検
航
海
に
表
れ
る
科
学
の
利
用
と
政
治
的
状
況
と
の
連
動
性
を
指
摘
す
る
も
の(
)、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
に
よ
る
植
物
採
集
の
政
治
性

2

を
強
調
す
る
も
の(
)、画
家
に
よ
る
太
平
洋
の
住
民
の
表
象
を
検
討
す
る
も
の(
)、近
代
地
理
学
の
起
源
を
航
海
中
に
利
用
さ
れ
た
観
察
・

3

4

分
析
・
記
録
方
法
に
求
め
る
も
の(
)な

ど
、
多
元
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
確
認
で
き
る
。

5

探
検
航
海
に
参
加
し
た
天
文
学
者
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
は
、
彼
ら
が
使
用
し
た
観
測
器
具
の
分
析
と
伝
記
的
叙
述
に
力
点
を

置
く
も
の
が
多
い(
)。
ま
た
、
人
類
学
者
Ｇ
・
デ
ニ
ン
グ
は
、
天
文
学
者
グ
ー
チ
が
ハ
ワ
イ
の
住
民
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
経
緯
や
、

6

そ
の
死
が
「
歴
史
化
」
さ
れ
て
い
く
経
路
を
検
討
し
た(
)。
科
学
史
家
Ｓ
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
は
、
探
検
者
や
天
文
学
者
が
科
学
技
術
を

7

用
い
て
、
航
海
中
に
自
ら
の
足
跡
を
描
く
形
態
に
関
心
を
示
し
て
い
る(
)。
8

し
か
し
、
こ
う
し
た
天
文
学
者
た
ち
の
歴
史
的
意
義
を
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
、
こ
れ
ま
で
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
ら
が
な
ぜ
太
平
洋
へ
旅
立
ち
、
ど
の
よ
う
な
観
測
を
担
い
、
そ
れ
が
当
時
の
社
会
的
文
脈
に
お
い

て
い
か
な
る
意
味
を
保
持
し
て
い
た
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
の
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
彼
ら
が
参
加
し

た
探
検
の
概
要
、
天
文
学
者
の
経
歴
、
航
海
中
に
実
施
さ
れ
た
観
測
の
意
味
及
び
特
徴
に
着
目
し
、
こ
の
時
代
の
探
検
に
求
め
ら
れ

た
知
の
収
集
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。

一

探
検
と
地
理
学
的
難
題

一
八
世
紀
後
半
の
英
国
海
軍
に
よ
る
探
検
航
海
に
対
し
て
、
天
文
学
者
を
派
遣
し
た
の
は
経
度
委
員
会
（
Board
ofLongitude）

と
い
う
組
織
で
あ
る
。
海
上
に
お
け
る
正
確
な
経
度
の
測
定
は
、一
六
世
紀
以
来
西
欧
の
知
識
人
た
ち
が
追
求
し
た
課
題
で
あ
っ
た
。

一
七
一
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
が
報
奨
金
の
授
与
を
掲
げ
て
経
度
測
定
法
を
公
募
し
た
際
に
、
応
募
作
の
審
査
機
関
と
し
て
同
委
員

一橋社会科学 第5号 2008年12月

142



会
は
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
七
七
〇
年
頃
ま
で
に
は
、
海
洋
時
計
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
と
月
距
法
と
い
う
二
つ
の
経
度
測

定
法
が
確
立
す
る
。
委
員
に
海
軍
大
臣
や
海
軍
の
官
僚
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
当
初
か
ら
海
軍
と
委
員
会
と
は
緊
密
な
関
係
に

あ
っ
た
。

経
度
委
員
会
に
よ
る
天
文
学
者
の
派
遣
は
ク
ッ
ク
の
第
二
回
航
海
（
一
七
七
二
〜
五
年
）
か
ら
開
始
す
る
。
一
七
七
一
年
一
一
月

二
八
日
の
会
合
に
お
い
て
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
長
マ
ス
ケ
リ
ン
（
N
evilM
askelyne）
に
よ
る
海
軍
大
臣
宛
書
簡
が
読
ま
れ
た
。

「
天
文
学
者
（
astronom
er）」
を
こ
の
航
海
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
理
学
と
航
海
技
術
の
発
達
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
他
の
委
員
も
こ
の
提
案
に
賛
同
し
、
適
当
な
人
物
の
選
任
、
具
体
的
な
観
測
内
容
を
示
し
た
指
令
書
の
作
成
、
そ
し
て

必
要
な
観
測
器
具
の
準
備
を
行
な
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
天
文
学
者
に
は
、
議
会
が
委
員
会
に
認
め
た
予
算
よ
り
、
年
四
〇
〇
ポ

ン
ド
の
給
与
の
捻
出
が
定
め
ら
れ
て
い
る(
)。
以
降
、
探
検
航
海
が
実
施
さ
れ
る
際
に
は
、
海
軍
が
経
度
委
員
会
に
天
文
学
者
の
派
遣

9

を
要
請
す
る
こ
と
が
一
般
化
す
る
。
委
員
会
側
で
は
、
天
文
学
者
の
任
命
と
指
令
書
の
作
成
、
貸
与
す
る
観
測
器
具
（
セ
ク
ス
タ
ン

ト
、
コ
ン
パ
ス
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
、
望
遠
鏡
、
温
度
計
、
湿
度
計
、
観
測
テ
ン
ト
な
ど
）
の
選
択
と
、
天
文
暦
や
地
図
製
作
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
支
給
を
マ
ス
ケ
リ
ン
が
担
当
し
た
。

一
七
七
〇
年
代
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、経
度
委
員
会
の
任
命
に
よ
る
天
文
学
者
が
同
伴
し
た
航
海
は
六
つ
あ
る
。
ま
ず
、

ク
ッ
ク
の
第
二
回
航
海
は
「
南
方
大
陸
」
の
探
索
を
目
的
と
し
た
。「
南
方
大
陸
」
と
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
来
、
地
図
上
に
描
か
れ

た
南
半
球
の
巨
大
な
大
陸
で
あ
り
、一
八
世
紀
後
半
ま
で
哲
学
者
や
地
理
学
者
が
そ
の
存
在
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、ク
ッ

ク
の
第
三
回
航
海
（
一
七
七
六
〜
九
年
）、
フ
ィ
プ
ス
（
Constantine
Phipps）
の
北
極
探
検
（
一
七
七
三
年
）、
そ
し
て
ヴ
ァ
ン

ク
ー
バ
ー
（
GeorgeV
ancouver）
の
航
海
（
一
七
九
一
〜
五
年
）
は
い
ず
れ
も
「
北
西
航
路
」
の
発
見
を
目
指
し
た
。「
北
西
航
路
」

は
北
米
大
陸
北
部
に
お
い
て
太
平
洋
と
大
西
洋
と
を
連
絡
す
る
と
さ
れ
た
北
回
り
航
路
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
過
す
る
こ
と
で
東
ア
ジ
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ア
へ
の
交
通
が
格
段
に
短
縮
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た(
)。
次
に
、
日
本
北
辺
の
地
図
化
を
目
的
と
し
た
ブ
ロ
ー
ト
ン
（
W
illiam

10

Broughton）
の
航
海
（
一
七
九
五
〜
七
年
）
の
背
景
に
は
、
サ
ハ
リ
ン
が
島
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
の
時
代
の
地
理
学
的
な
大
問

題
が
あ
っ
た(
)。

最
後
に
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
沿
岸
部
を
探
査
し
た
の
は
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
（
M
atthew
Flinders）
の

11

航
海
（
一
八
〇
一
〜
三
年
）
で
あ
る(
)。「

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
大
陸
内
陸
部
に
関
す
る
地
理
的
知
識
の
欠
如
か
ら
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・

12

ウ
ェ
ー
ル
ズ
（
東
側
）
と
ニ
ュ
ー
･オ
ラ
ン
ダ
（
西
側
）
が
一
つ
の
大
陸
な
の
か
否
か
と
い
う
問
題
の
解
明
が
こ
の
航
海
の
目
標
の
一

つ
と
な
っ
て
い
た
。

上
記
六
つ
の
航
海
に
は
共
通
点
が
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
探
検
を
目
的
と
し
た
点
で
あ
る
。
経
度
委
員
会
が
航
海
・
観
測
器
具
を

海
軍
船
舶
に
対
し
て
貸
与
し
た
事
例
は
そ
の
他
に
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
は
天
文
学
者
を
派
遣
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
委
員
会
と

海
軍
の
密
接
な
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
は
海
軍
の
意
向
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。
海
軍
と
し
て
は
、
探
検
航
海
に
天
文
学
者
を
同

伴
さ
せ
る
こ
と
に
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
認
め
て
い
た
と
言
え
る
。

第
二
に
、
航
海
の
目
的
と
し
て
地
理
学
的
難
題
の
解
決
を
企
図
し
、
そ
の
結
果
、
既
存
の
知
識
を
相
対
化
し
た
点
で
あ
る
。
ク
ッ

ク
や
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
に
よ
る
南
方
大
陸
と
北
西
航
路
の
不
在
の
証
明
や
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
に
よ
る
一
つ
の
大
陸
と
し
て
の
「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
「
発
見
」
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
の
航
海
で
得
ら
れ
た
経
験
を
根
拠
と
す
る
主
張
の
提
起
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ま
で
の
言
わ
ば
憶
測
に
基
づ
く
地
理
的
認
識
に
終
止
符
を
打
ち
、「
正
確
な
」
世
界
の
輪
郭
を
描
写
し
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
航
海
の

意
義
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
が
「
地
球
の
真
の
地
理
を
発
見
し
、
輪
郭
を
描
く
と
い
う
今
日
の
熱
意
」
(
)

と
論

13

じ
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
図
製
作
に
お
い
て
は
、「
未
知
の
空
間
」
を
「
既
知
の
場
所
」
へ
変
容
す
る
た
め
の
作

図
自
体
が
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
て
い
た
。

第
三
に
、
フ
ィ
プ
ス
の
航
海
を
除
い
て
、
太
平
洋
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
の
太
平
洋
は
、
政
治
的
・
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帝
国
的
利
益
の
増
進
を
目
指
し
て
西
欧
諸
国
が
多
数
の
探
検
隊
を
送
っ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
植
民
地
や
寄
港
地
獲
得
に
向
け

た
調
査
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
政
治
的
利
害
に
全
て
を
還
元
し
て
こ
れ
ら
の
航
海
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
当
時

の
探
検
事
業
の
顕
著
な
特
徴
は
、
科
学
の
発
達
と
知
識
の
獲
得
と
を
動
機
と
し
た
点
に
あ
り
、
そ
の
遂
行
と
い
う
命
題
が
探
検
（
と

そ
の
後
に
続
く
植
民
地
化
や
帝
国
の
拡
張
）
に
対
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
正
当
性
を
付
与
し
た
。
海
軍
と
経
度
委
員
会
は
こ
の
よ

う
な
特
徴
を
持
つ
諸
探
検
に
天
文
学
者
を
参
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

二

天
文
学
者
た
ち
の
経
歴
と
動
機

経
度
委
員
会
は
六
つ
の
航
海
へ
合
計
六
名
の
天
文
学
者
を
派
遣
し
た
。
本
節
で
は
彼
ら
の
経
歴
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
、
各
人
が

探
検
に
参
加
し
た
動
機
を
探
り
た
い
。

最
初
に
ク
ッ
ク
第
二
回
航
海
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ（
W
illiam
W
ales）に
つ
い
て
。
一
七
六
六
年
、彼
は
経
度
委
員
会
が
発
行
す
る『
航

海
年
鑑
』（
マ
ス
ケ
リ
ン
が
監
修
）
の
計
算
者
と
な
る(
)。
航
海
か
ら
帰
国
後
、
海
軍
の
士
官
養
成
を
担
う
ク
ラ
イ
ス
ツ
ホ
ス
ピ
タ
ル

14

（
Christ’s
H
ospital）
の
王
立
数
学
学
校
の
教
師
と
し
て
航
海
技
術
の
指
導
を
担
っ
た
。
一
七
七
六
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
王
立
協
会

会
員
に
選
出
さ
れ
、
晩
年
に
は
経
度
委
員
会
の
書
記
官
を
務
め
た(
)。
15

次
に
ク
ッ
ク
の
第
二
・
三
回
航
海
の
ベ
イ
リ（
W
illiam
Bayly）と
ブ
ロ
ー
ト
ン
及
び
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
航
海
に
参
加
し
た
ク
ロ
ー

ス
リ
（
John
Crosley）
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
彼
ら
を
一
括
し
て
論
じ
る
の
は
、
と
も
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
長
の
助
手
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
助
手
に
関
す
る
研
究
で
は
、
そ
の
低
賃
金
（
年
二
六
ポ
ン
ド
）
と
日
常
業
務
の
過
酷
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る(
)。
ベ
イ

16

リ
は
ク
ッ
ク
の
第
三
回
航
海
か
ら
帰
還
し
た
後
に
王
立
協
会
会
員
に
選
出
さ
れ
、
一
七
八
五
年
に
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
王
立
海
軍
ア
カ
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デ
ミ
ー
（
RoyalN
avalA
cadem
y）
の
校
長
に
就
任
し
た(
)。
ク
ロ
ー
ス
リ
は
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
航
海
後
、
そ
の
観
測
記
録
出
版
の
た

17

め
の
編
集
作
業
を
遂
行
す
る
な
ど
、
経
度
委
員
会
と
の
関
係
を
保
持
し
続
け
た
。

フ
ィ
プ
ス
の
探
検
に
同
伴
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
IsraelLyons）
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
と
も
に
『
航
海
年
鑑
』
の
最
初
の
計
算
者
に

選
ば
れ
た
人
物
で
あ
っ
た(
)。

ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
航
海
に
参
加
し
た
グ
ー
チ
（
W
illiam
Gooch）
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
在
学
中
に

18

数
学
・
航
海
技
術
へ
の
関
心
を
高
め
、
経
度
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
天
文
学
教
授
の
推
挙
を
受
け
て
、
天
文
学
者
と
し
て
任
命
さ

れ
た(
)。
ク
ロ
ー
ス
リ
が
体
調
不
良
と
い
う
理
由
で
離
脱
し
た
為
に
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
航
海
に
途
中
か
ら
代
理
で
参
加
し
た
イ
ン
マ
ン

19
（
Jam
es
Inm
an）
は
帰
国
後
、
王
立
海
軍
大
学
（
RoyalN
avalCollege）
の
数
学
教
授
に
就
任
し
て
い
る(
)。
20

し
か
し
、
彼
ら
の
約
半
数
は
天
文
学
者
の
任
務
を
完
璧
に
果
た
せ
ず
、
代
わ
っ
て
そ
の
役
割
を
引
き
継
い
だ
の
は
一
定
の
数
学
的

知
識
を
持
つ
海
軍
の
船
長
や
士
官
で
あ
っ
た
。
グ
ー
チ
は
太
平
洋
の
住
民
に
殺
害
さ
れ
、
ク
ロ
ー
ス
リ
は
ブ
ロ
ー
ト
ン
航
海
で
は
海

難
事
故
、
そ
し
て
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
航
海
に
お
い
て
は
体
調
不
良
と
い
っ
た
理
由
で
離
脱
し
た
。
当
時
の
太
平
洋
探
検
に
は
依
然
と
し

て
多
く
の
危
険
が
伴
っ
て
い
た
。

以
上
、
天
文
学
者
た
ち
が
航
海
に
参
加
す
る
前
後
の
状
況
を
述
べ
て
き
た
。
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
六
名
の
天
文
学
者
の
出
自

が
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
長
の
助
手
と
『
航
海
年
鑑
』
の
計
算
者
で
あ
り
、
も
う
一
方

は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
出
身
者
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
グ
ー
チ
、
イ
ン
マ
ン
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
任
命
権
を
持
つ
マ
ス
ケ
リ
ン
（
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
出
身
）
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
の
問
題
は
年
四
〇
〇
ポ
ン
ド
と
い
う
給
与
の
額
で
あ
る
。『
航
海
年
鑑
』
の
計
算
者
と
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
長
の
助
手
の
給
与

を
考
慮
す
る
と
、
四
〇
〇
ポ
ン
ド
は
破
格
で
あ
る
。
上
記
の
航
海
の
大
半
は
二
年
以
上
に
わ
た
り
、
短
期
間
で
高
額
収
入
を
得
る
こ

と
が
可
能
な
職
務
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
彼
ら
の
半
数
が
帰
国
後
に
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
強
調
す
べ
き
は
、
モ
デ
ル
と
し
て
の

ク
ッ
ク
航
海
の
重
要
性
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ベ
イ
リ
は
航
海
以
前
よ
り
も
明
白
に
高
い
地
位
の
職
に
就
く
だ
け
で
な
く
、
王
立

協
会
会
員
へ
の
選
出
と
経
度
委
員
会
書
記
官
へ
の
就
任
と
い
う
、
ロ
ン
ド
ン
の
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
少
な
か
ら
ぬ
権
威
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
従
っ
て
、
後
に
続
く
天
文
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
ら
は
心
強
い
先
例
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
危
険
な
探

検
で
あ
っ
て
も
、
天
文
学
者
と
し
て
航
海
に
参
加
す
る
こ
と
自
体
が
あ
る
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
あ
っ
た
う
え
に
、
多
額
の
給
与
と
社

会
的
上
昇
の
機
会
が
期
待
で
き
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
彼
ら
に
と
っ
て
極
め
て
強
力
な
動
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う(
)。
21

三

天
文
学
者
の
観
測
内
容

天
文
学
者
へ
の
指
令
書
は
彼
ら
の
役
割
を
把
握
す
る
上
で
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
が
航
海
中
の
観
測
対
象
は
も
と
よ

り
、経
験
や
行
動
自
体
ま
で
も
規
定
す
る
た
め
で
あ
る
。
指
令
書
は
全
て
の
航
海
に
お
い
て
単
一
の
形
式
の
も
と
作
成
さ
れ
て
い
る(
)。
22

例
え
ば
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
航
海
に
お
け
る
指
令
書
の
冒
頭
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

貴
君
は
国
王
陛
下
の
イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ゲ
ー
タ
ー
号
に
乗
船
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
こ
の
船
は
、
ニ
ュ
ー
･オ
ラ
ン
ダ
の
海

岸
線
、
湾
、
暗
礁
、
入
江
を
探
索
す
る
探
検
航
海
の
た
め
に
艤
装
さ
れ
て
い
る
。
現
地
で
は
、
多
数
の
海
岸
と
土
地
の
経
緯
度
と

相
互
の
位
置
関
係
を
確
定
す
る
た
め
に
、
航
海
・
天
文
学
的
な
観
測
と
地
磁
気
の
観
測
を
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
、
地
理
学
と
航

海
技
術
の
向
上
に
資
す
る
航
海
・
天
文
学
的
観
測
を
往
復
の
船
上
に
て
行
な
う(
)。
23
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こ
の
引
用
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
ら
の
科
学
的
活
動
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
地
理
学
と
航
海
技
術
の
向
上

に
資
す
る
観
測
の
内
容
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

最
初
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
経
緯
度
の
測
定
で
あ
る
。「
天
候
に
支
障
が
な
け
れ
ば
、
貴
君
は
毎
日
緯
度
を
確
定
す
る
為
に
太
陽

の
子
午
線
高
度
を
観
測
す
る
。
天
候
が
悪
い
場
合
に
緯
度
と
真
太
陽
時
を
決
定
す
る
た
め
に
、
午
前
と
午
後
に
も
時
計
に
よ
っ
て
時

刻
を
確
認
し
た
上
で
、
太
陽
の
高
度
と
月
と
の
距
離
を
計
測
す
る
。﹇
…
﹈
正
午
に
は
、
ハ
ド
リ
・
セ
ク
ス
タ
ン
ト
を
用
い
て
太
陽
と

恒
星
か
ら
の
月
距
を
計
測
し
、『
航
海
年
鑑
』
に
よ
っ
て
船
舶
の
経
度
を
計
算
す
る
こ
と
」
(
)。
陸
上
に
お
い
て
も
同
様
の
手
続
き
で
経

24

緯
度
を
測
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
岬
と
湾
な
ど
の
経
緯
度
を
観
測
に
よ
っ
て
決
定
せ
よ
」
(
)

と
し
て
、
船
舶
の

25

位
置
の
み
な
ら
ず
地
図
化
の
た
め
に
も
、
月
距
法
（
lunar-distancem
ethod）
と
呼
ば
れ
る
経
度
測
定
法
の
利
用
を
命
じ
て
い
る
。

月
距
法
を
ご
く
簡
潔
に
要
約
す
れ
ば
、
あ
る
地
点
に
お
い
て
観
測
さ
れ
た
月
と
太
陽
や
恒
星
と
の
間
の
角
度
（
月
距
）
と
、『
航
海

年
鑑
』
に
示
さ
れ
た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
に
て
特
定
の
時
刻
に
観
測
さ
れ
る
月
距
の
予
測
値
と
を
照
合
す
る
こ
と
か
ら
グ
リ
ニ
ッ
ジ

時
を
把
握
し
、
そ
の
時
刻
を
観
測
地
点
の
地
方
時
と
比
較
し
て
時
差
＝
経
度
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
体
系
化
し
た

の
は
他
な
ら
ぬ
マ
ス
ケ
リ
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は
経
度
委
員
会
を
介
し
て
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
を
基
準
と
し
た
年
間
三
時
間
ご
と
の

月
距
の
数
値
を
記
録
し
た
『
航
海
年
鑑
』
の
出
版
を
統
括
し
た
。
こ
の
天
文
暦
に
よ
っ
て
、
遠
方
に
お
い
て
も
グ
リ
ニ
ッ
ジ
時
を
知

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

天
文
学
者
に
は
海
軍
士
官
に
対
す
る
月
距
法
の
指
導
も
要
求
さ
れ
た
。「
貴
君
は
船
上
の
士
官
が
希
望
し
た
場
合
、
ハ
ド
リ
・
セ
ク

ス
タ
ン
ト
を
使
用
し
て
月
と
太
陽
及
び
恒
星
か
ら
の
距
離
を
測
定
す
る
手
法
と
、
そ
の
観
測
か
ら
経
度
を
算
定
す
る
方
法
を
指
導
す

る
こ
と(
)」。
経
度
委
員
会
は
海
軍
に
対
す
る
『
航
海
年
鑑
』
の
配
布
や
指
導
方
法
の
提
言
を
通
し
て
月
距
法
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
お

26

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
こ
の
指
令
を
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
は
こ
の
指
導
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
認
識
を
保
持
し
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て
い
た
。

私
が
願
う
の
は
、
全
て
の
航
海
者
が
説
明
通
り
四
分
儀
を
使
用
し
、
海
上
で
月
距
法
に
よ
る
経
度
測
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
月
距
法
の
知
識
は
容
易
に
獲
得
で
き
、面
倒
で
退
屈
な
勉
強
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
は
、デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
号
で
の
我
々
の
経
験
が
請
合
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
出
発
し
た
時
、
ホ
イ
ッ
ト
ビ
氏
﹇
副
官
﹈
と
私
だ
け
が
こ
の
科

学
に
熟
達
し
て
い
た
が
、
今
や
士
官
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
数
名
は
航
海
に
お
け
る
重
要
な
目
的
に
必
要
な
正
確
性
を
も
っ
て
、
海

上
で
船
舶
の
位
置
を
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た(
)。
27

こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
の
は
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
は
「
容
易
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
月
距
法
の
確
立
か
ら
約
三
〇
年
が
経
過
し

て
も
、
海
軍
士
官
の
中
で
こ
の
技
術
を
習
得
し
て
い
た
者
は
決
し
て
多
数
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

月
距
法
に
続
き
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
管
理
と
観
察
に
関
す
る
指
令
が
提
起
さ
れ
た
。「
貴
君
は
毎
日
午
前
中
か
都
合
の
よ
い
時

に
時
計
の
ね
じ
を
巻
く
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
計
を
比
較
し
、
そ
の
時
刻
を
記
録
せ
よ
。
午
前
と
午
後
に
、
太
陽
の
高
度
や
月
距
が

測
定
さ
れ
る
際
に
、
時
計
が
指
す
時
刻
を
書
き
留
め
よ
」
(
)。
28

ク
ッ
ク
第
二
回
航
海
で
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
有
用
性
が
証
明
さ
れ
て
以
来
、探
検
航
海
に
お
け
る
そ
の
利
用
は
着
実
に
増
加
し
た
。

そ
の
進
行
状
況
の
観
察
も
天
文
学
者
が
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
課
題
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
月
距
法
と
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
経
度

の
測
定
値
を
併
記
し
て
、
そ
の
誤
差
や
正
確
性
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
。
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
管
理
や
そ
れ
に
よ
っ
て
経

度
を
確
定
す
る
方
法
も
、
一
七
九
〇
年
代
に
な
っ
て
も
解
説
書
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
海
軍
に
お
け
る
一
般
的
な
知
識
と
し
て
流
通

し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い(
)。
そ
の
上
、
依
然
と
し
て
高
価
で
あ
っ
た
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
が
正
常
に
作
動
し
て
い
る
こ
と
を

29
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確
認
し
、
停
止
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
応
に
も
、
天
文
学
者
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
に
関
し
て
は
、「
船
舶
内
の
時
計
の
近
辺
に
設
置
し
た
温
度
計
の
数
値
を
観
察
す
る
こ
と
」
(
)

と
も
指
令
書
は
規
定

30

す
る
。
温
度
計
（
さ
ら
に
は
気
圧
計
）
の
数
値
も
、
観
測
記
録
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
進
行
に
関
す
る
項
目
に
併
記
さ
れ
た(
)。

こ
の

31

観
察
の
目
的
は
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
作
動
に
対
す
る
温
度
・
湿
度
の
影
響
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
以
来
、
時
計

に
よ
っ
て
経
度
を
定
義
す
る
と
い
う
発
想
は
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
実
用
化
が
困
難
で
あ
っ
た
の
は
、
時
計
を
構
成
す
る
素

材
を
寒
暖
・
湿
気
・
乾
燥
の
変
化
に
順
応
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
時
計
に
対
す
る
こ
う
し
た

外
的
な
影
響
が
観
察
対
象
と
な
っ
た
。

一
方
、
探
検
航
海
に
お
け
る
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
利
用
に
は
、
時
計
メ
ー
カ
ー
間
の
優
劣
を
め
ぐ
る
問
題
が
介
在
し
て
い
た
。
一

八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
複
数
の
時
計
メ
ー
カ
ー
が
改
良
や
発
明
の
対
価
と
し
て
の
報
奨
金
を
経
度
委
員
会
に
要

求
し
て
い
た
。
彼
ら
へ
の
委
員
会
の
対
応
は
総
じ
て
厳
し
く
、報
奨
金
の
獲
得
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、メ
ー
カ
ー

た
ち
は
探
検
航
海
を
自
身
が
作
成
し
た
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
性
能
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
し
て
捉
え
た
。
そ
の
よ
う
な

人
物
の
一
人
と
し
て
、
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
（
T
hom
asEarnshaw
）
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
彼
が
上
梓
し
た
『
経
度
』
に
は
、
海
軍
と
東

イ
ン
ド
会
社
の
船
員
に
よ
る
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
利
用
証
明
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
ク
ロ
ー
ス
リ
に
よ
る
記
述
が
含

ま
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ー
ス
リ
は
ブ
ロ
ー
ト
ン
と
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
航
海
中
の
観
察
か
ら
、
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
の
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
が
他

の
メ
ー
カ
ー
の
も
の
よ
り
も
正
確
性
に
お
い
て
明
白
に
勝
っ
て
い
た
と
伝
え
た(
)。
ア
ー
ン
シ
ョ
ウ
は
こ
の
記
述
を
、
自
身
の
ク
ロ
ノ

32

メ
ー
タ
ー
の
優
秀
な
性
能
の
証
左
と
し
て
用
い
た
。
太
平
洋
は
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の「
実
験
場
」と
し
て
、本
国
に
お
け
る
時
計
メ
ー

カ
ー
間
の
競
合
と
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
月
距
法
と
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
に
関
わ
る
観
察
に
は
、
経
度
委
員
会
の
派
遣
し
た
天
文
学
者
に
期
待
さ
れ
た
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役
割
が
明
示
的
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
に
求
め
ら
れ
た
作
業
は
こ
れ
ら
の
領
域
に
留
ま
ら
な
い
。

興
味
深
い
の
は
、
天
文
学
者
の
た
め
の
指
令
書
が
、
直
接
天
文
観
測
を
利
用
し
な
い
、
そ
の
他
各
種
の
観
測
を
も
遂
行
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

地
磁
気
の
偏
差
、
温
度
・
湿
度
、
海
水
の
塩
分
濃
度
お
よ
び
温
度
の
観
察
を
そ
う
し
た
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
貴
君

は
コ
ン
パ
ス
の
偏
差
の
観
察
を
実
施
す
る
か
協
力
し
、
傾
針
（
dipping
needle）
の
傾
き
を
時
折
計
測
せ
よ
。
早
朝
と
日
中
の
最
も

暑
い
時
間
に
、大
気
中
と
日
陰
に
置
い
た
一
つ
以
上
の
温
度
計
の
数
値
を
測
る
こ
と
。﹇
…
﹈海
水
の
塩
分
に
つ
い
て
の
実
験
を
行
い
、

で
き
る
限
り
深
い
場
所
へ
温
度
計
を
設
置
し
て
そ
の
冷
気
を
計
測
せ
よ
」
(
)。
33

一
八
世
紀
に
お
け
る
地
磁
気
の
研
究
に
は
複
数
の
動
機
が
存
在
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
こ
こ
で
論
じ
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
れ

が
帝
国
の
繁
栄
・
拡
大
と
結
合
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
探
検
や
測
量
に
関
わ
っ
た
人
々
は
、
遠
方
へ
の
航
海
中
に
地
磁
気

の
偏
差
を
「
地
図
化
」
す
る
こ
と
に
も
従
事
し
た
。
そ
し
て
、「
地
磁
気
の
情
報
を
含
む
地
理
的
記
録
は
中
立
的
な
科
学
の
デ
ー
タ
で

は
な
く
、
戦
争
、
探
検
、
貿
易
と
強
固
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
」
(
)。

つ
ま
り
、
地
磁
気
の
知
識
は
商
業
・
航
海

34

を
基
盤
と
す
る
帝
国
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
有
用
で
あ
り
価
値
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

気
温
の
観
測
記
録
は
天
候
と
湿
度
の
観
察
と
が
併
記
さ
れ
た
表
に
収
め
ら
れ
て
い
る(
)。
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
気
象
へ
の

35

関
心
の
増
大
や
観
測
器
具
の
豊
富
な
流
通
を
背
景
と
し
て
、
長
期
の
観
測
か
ら
抽
象
化
さ
れ
る
こ
の
国
の
気
候
の
特
異
性
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
、
そ
れ
が
誕
生
し
つ
つ
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た(
)。
気
候
の
概
念

36

が
環
境
決
定
論
と
の
親
和
性
を
も
っ
て
、
世
界
地
理
や
人
間
の
差
異
、
文
明
の
発
達
の
程
度
を
規
定
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
比
較
の
参
照
軸
と
な
る
世
界
各
地
・
各
国
の
気
候
の
特
徴
を
定
式
化
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
加
え
て
、

気
候
に
は
人
間
の
健
康
や
土
壌
に
対
す
る
影
響
が
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
新
た
な
植
民
地
の
候
補
地
を
選
択
す
る
場
合
に
、
一
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つ
の
基
準
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

海
洋
の
研
究
は
設
立
当
初
の
王
立
協
会
に
お
い
て
流
行
し
、
一
八
世
紀
中
葉
以
降
、
観
察
器
具
の
改
良
な
ど
を
経
て
、
再
度
数
学

者
た
ち
に
よ
っ
て
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
。
こ
の
脈
絡
の
中
で
、
海
水
の
温
度
・
塩
分
・
潮
流
の
観
察
が
探
検
航
海
に
お
け
る
重
要

な
科
学
的
活
動
に
な
っ
た
と
さ
れ
る(
)。

既
に
一
七
世
紀
ま
で
に
は
、
波
浪
の
高
低
や
潮
流
の
方
向
の
研
究
は
、
航
海
技
術
の
向
上
や

37

新
た
な
停
泊
地
の
形
成
に
関
わ
る
実
用
性
を
内
包
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
海
水
の
塩
分
及
び
温
度
の
観
察
の
背
景

に
は
、
そ
れ
ら
と
海
洋
の
深
度
や
地
域
ご
と
の
偏
差
と
の
関
係
の
解
明
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
具
体
的
な
観
測
内
容
を
示
し
た
上
で
、指
令
書
に
は
そ
の
記
録
方
法
と
保
管
に
関
す
る
指
示
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
貴
君
は
船
上
と
地
上
で
行
な
う
全
て
の
航
海
・
天
文
学
的
観
測
と
三
角
測
量
の
記
録
を
、
準
備
し
た
ノ
ー
ト
に
明
瞭
か
つ
整
然
と

整
理
す
る
こ
と
に
専
念
せ
よ
。﹇
…
﹈
ノ
ー
ト
は
常
に
船
舶
の
士
官
が
閲
覧
・
利
用
で
き
る
よ
う
公
開
し
て
お
く
こ
と
。
貴
君
の
主
要

な
観
測
記
録
を
、
可
能
な
限
り
安
全
な
機
会
に
、
王
立
天
文
台
長
へ
送
付
す
る
こ
と
」
(
)。
38

彼
ら
の
観
測
記
録
の
特
徴
は
、
叙
述
に
よ
る
説
明
が
遠
景
に
消
え
去
り
、
膨
大
な
量
の
数
値
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
み
が
整
然
と
配

置
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
天
文
学
者
の
重
要
な
任
務
は
そ
の
記
録
を
不
備
な
く
保
管
し
、
本
国
へ
と
持
ち
帰
る
こ
と
に
あ
っ
た(
)。
39

こ
れ
に
失
敗
す
れ
ば
、
彼
ら
の
国
家
に
対
す
る
貢
献
は
水
泡
に
帰
し
、
情
報
収
集
を
目
的
と
す
る
探
検
航
海
が
企
画
さ
れ
た
こ
と
の

意
義
自
体
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
。
航
海
中
に
観
測
記
録
を
送
付
せ
よ
と
命
じ
る
こ
と
の
意
味
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。
不
慮
の
事
故
に
よ
っ
て
船
が
失
わ
れ
た
場
合
で
も
、
そ
れ
ら
を
送
付
し
て
お
け
ば
、
航
海
の
意
義
は
達
成
さ
れ
た
こ
と

に
な
る(
)。
40

こ
れ
ら
の
観
測
記
録
は
経
度
委
員
会
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
一
七
七
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
ク
ッ
ク
第
二
回
航
海
の
記
録
の
編
集

を
担
っ
た
の
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
ベ
イ
リ
で
あ
っ
た(
)。
こ
の
著
作
に
は
、
利
用
し
た
観
測
器
具
の
解
説
、
航
海
中
の
船
舶
と
滞
在
し
た

41
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島
々
の
経
緯
度
、
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
速
度
、
温
度
・
湿
度
、
地
磁
気
、
気
象
、
そ
し
て
海
洋
に
関
わ
る
観
測
結
果
が
示
さ
れ
て
い

る
。
同
様
の
形
式
で
、
ク
ッ
ク
第
三
回
航
海
の
記
録
と
、
ク
ッ
ク
第
一
回
航
海
と
そ
れ
以
前
の
太
平
洋
探
検
の
航
海
記
録
も
出
版
さ

れ
た(
)。

こ
う
し
て
、
経
度
委
員
会
に
よ
る
天
文
学
者
の
任
命
、
器
具
な
ど
の
装
備
の
貸
与
、
航
海
中
の
各
種
観
測
、
そ
し
て
出
版
と

42
い
う
サ
イ
ク
ル
が
完
結
す
る
。

四

観
測
対
象
の
範
囲
と
経
緯
度
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

前
節
で
述
べ
た
観
測
内
容
の
特
性
を
把
握
す
る
た
め
に
、
本
節
で
は
探
検
家
を
対
象
と
し
た
そ
れ
以
前
の
観
察
手
引
き
と
天
文
学

者
へ
の
指
令
書
と
の
比
較
か
ら
始
め
た
い
。

探
検
家
や
航
海
者
に
対
す
る
観
察
の
手
引
き
は
一
八
世
紀
後
半
に
出
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
七
世
紀
末
の
王
立
協
会
会
員
に

も
、
遠
方
へ
の
旅
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
の
有
用
性
に
着
目
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
出
版
す
る
人
々
が
存
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
Ｊ
・

ウ
ド
ワ
ー
ド
『
世
界
全
土
に
お
け
る
諸
観
察
に
関
す
る
簡
明
な
訓
令
』（
以
下
『
訓
令
』）
(
)

は
そ
う
し
た
著
作
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

43

い
る
。
そ
の
内
容
は
探
検
に
お
け
る
自
然
の
布
置
、
植
物
や
土
壌
、
地
形
や
海
洋
、
そ
し
て
人
間
の
習
慣
や
相
貌
の
観
察
・
記
録
を

指
示
す
る
自
然
誌
研
究
の
手
引
き
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
冒
頭
部
分
で
は
航
海
・
地
理
学
的
観
察
に
関
し
て

も
そ
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
手
引
き
と
マ
ス
ケ
リ
ン
の
指
令
書
を
対
比
し
た
場
合
、
最
も
顕
著
な
差
異
は
専
門
性
の
増
加
と
経
度
の
測
定
に
関
す
る
指
令

の
有
無
で
あ
る
。『
訓
令
』
に
お
け
る
多
元
的
な
観
察
の
奨
励
に
対
し
て
、
指
令
書
で
は
航
海
・
天
文
学
的
な
観
察
へ
対
象
が
限
定
さ

れ
て
い
る
。
地
磁
気
、
緯
度
、
気
温
、
湿
度
、
海
水
の
塩
分
な
ど
の
観
察
に
つ
い
て
は
、『
訓
令
』
で
も
同
様
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

18世紀英国による太平洋探検と科学

153



し
か
し
、
経
度
に
つ
い
て
こ
の
著
作
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
当
時
、
海
上
で
の
正
確
な
経
度
測
定
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
に
比
べ
て
、
明
ら
か
に
天
文
学
者
た
ち
の
観
測
内
容
に
は
専
門
性
の
増
加
を
確
認
で
き
る
。
Ｍ
・
ブ
ル
ゲ
に
よ
れ
ば
、

一
八
世
紀
後
半
に
は「
船
上
で
の
天
文
航
法
の
必
要
性
か
ら
、専
門
的
な
天
文
学
者
の
存
在
が
ま
す
ま
す
不
可
欠
と
な
っ
た(
)」。

他
方
、

44

自
然
誌
や
人
類
学
的
記
述
は
、
探
検
航
海
に
参
加
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
が
担
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
知
識

人
が
分
業
的
に
二
つ
の
領
域
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
彼
ら
の
知
的
分
業
の
境
界
線
は
決
し
て
固
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
指
令
書
の
指
示
を
大
幅
に
超
え
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
や

イ
ン
マ
ン
は
太
平
洋
の
住
民
の
特
性
や
動
物
相
な
ど
の
観
察
・
記
述
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る(
)。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
天
文
学
者

45

の
対
象
が
重
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
海
洋
の
研
究
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。
ク
ッ
ク
第
二
回
航
海
に
参
加
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
、
Ｊ
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
（
Johann
Forster）
も
『
世
界
周
航
中
に
お
け
る
諸
観
察
』
の
中
で
、
海
洋
に
つ
い
て
の
多
様
な
先
行
研

究
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
航
海
中
に
敢
行
し
た
こ
れ
に
関
わ
る
観
察
結
果
を
提
示
し
た(
)。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は
自
然
誌
や
人

46

間
の
描
写
は
も
と
よ
り
、
地
球
の
生
成
過
程
や
月
と
の
関
係
と
い
っ
た
問
題
の
体
系
的
な
把
握
を
目
指
す
た
め
、
そ
の
関
心
は
海
洋

に
ま
で
及
ぶ
。
従
っ
て
、
天
文
学
者
と
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
観
察
対
象
が
交
錯
す
る
地
平
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
観
察
領
域
の
重
な
り
や
担
当
領
域
を
超
え
た
観
察
の
実
施
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
文
学
者
と
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

は
、
自
身
の
専
門
分
野
に
対
す
る
明
確
な
自
意
識
を
保
持
し
て
い
た
。
例
え
ば
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
海
洋
に
関
す
る
諸
観
察
は
天
文
学

者
が
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
取
り
組
ん
だ
た
め
、
そ
の
詳
細
な
説
明
は
、
彼
ら
が
担
う
に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た(
)。
47

さ
ら
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
父
子
は
航
海
中
よ
り
不
仲
と
な
り
、
そ
れ
が
帰
国
後
に
複
数
の
論
点
を
め
ぐ
る
激
し
い

論
争
へ
発
展
し
た
。
そ
の
争
点
の
一
つ
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
よ
る
太
平
洋
の
住
民
の
描
写
と
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
Ｇ
・
フ
ォ
ル
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ス
タ
ー
（
Georg
Forster）
に
よ
る
航
海
・
天
文
学
的
観
測
に
関
す
る
問
題
が
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
海
水
の
温
度
の
観
察
に
つ

い
て
、
Ｇ
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
挙
げ
た
数
値
の
誤
差
を
繰
り
返
し
指
摘
し
、「
こ
う
し
た
誤
り
は
、
人
が
何
も
理
解
し
て
い
な
い
の
に

詳
細
な
実
験
・
観
察
を
行
な
っ
た
ふ
り
を
す
る
こ
と
で
継
起
的
に
起
こ
る
に
違
い
な
い
」
(
)

と
批
判
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｇ
・
フ
ォ

48

ル
ス
タ
ー
は
こ
う
反
論
す
る
。「
正
直
に
告
白
す
る
が
、
私
は
こ
れ
ら
の
数
学
の
領
域
に
詳
し
く
な
く
、
博
学
な
ウ
ェ
ー
ル
ズ
氏
の
レ

ベ
ル
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
無
知
を
侮
辱
さ
れ
る
言
わ
れ
も
無
い
。
そ
う
し
た
言
及
を
す
る
こ
と
で
、
彼
は
自
分

自
身
の
こ
と
を
語
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
氏
は
植
物
学
、
医
術
、
論
理
学
、
言
語
、

文
化
に
全
く
熟
達
し
て
い
な
い
」
(
)

と
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
が
提
示
す
る
太
平
洋
の
住
民
の
習
慣
や
相
貌
の
分
析
な
ど
の
稚
拙
さ
を
糾

49

弾
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
文
学
者
と
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
論
争
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
相
互
の
知
識
の
欠
如
を
批
判
す
る
こ
と

を
介
し
て
確
認
さ
れ
る
、
自
身
の
専
門
領
域
に
対
す
る
明
確
な
自
意
識
の
現
れ
で
あ
る
。

前
節
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
天
文
学
者
た
ち
の
観
察
範
囲
は
、
専
門
性
を
増
加
し
た
と
言
っ
て
も
非
常
に
広
く
、
現
代
的
な
意
味

で
の
「
天
文
学
」
に
還
元
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
背
景
に
は
、「
数
学
的
コ
ス
モ
グ
ラ
フ
ィ
」（
m
athem
atical

cosm
ography）
と
呼
ば
れ
る
、
当
時
の
思
想
状
況
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
少
々
乱
暴
に
要
約
す
れ
ば
、
天
文
学
、
地
理
学
、
測
地
学
、

地
図
作
成
、
そ
し
て
航
海
技
術
に
関
わ
る
諸
活
動
は
複
雑
に
混
交
・
結
合
し
て
い
て
、
天
体
の
研
究
と
し
て
の
astronom
y
と
地
表

の
研
究
と
し
て
の
geography
と
い
う
言
葉
上
の
差
異
は
存
在
し
た
も
の
の
、
二
つ
の
概
念
の
境
界
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る(
)。
こ
の
時
代
の
天
文
学
は
、
天
体
の
み
な
ら
ず
、
地
表
に
関
わ
る
諸
観
察
を
も
兼
備
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
王
立
協
会
の

50

数
学
者
た
ち
に
は
、
地
図
製
作
、
潮
流
、
経
度
測
定
、
地
球
の
形
態
、
航
海
技
術
、
気
象
、
地
磁
気
な
ど
に
対
し
て
、
包
括
的
な
関

心
を
持
つ
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
Ｍ
・
エ
ド
ニ
は
そ
の
代
表
的
存
在
の
一
人
と
し
て
マ
ス
ケ
リ
ン
を
挙
げ
て
お
り(
)、
彼
が
任
命
し

51

た
天
文
学
者
は
、
指
令
書
を
媒
介
と
し
て
そ
う
し
た
前
提
を
共
有
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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特
に
天
文
学
と
地
理
学
の
連
関
を
顕
著
に
観
察
で
き
る
場
が
経
度
測
定
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
月
距
法
に
表
れ
て
い
る
よ
う

に
、
彼
ら
の
直
接
の
観
測
対
象
が
天
体
に
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
実
際
の
目
的
は
地
表
に
お
け
る
経
度
の
確
定
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

天
文
観
測
に
よ
る
経
度
測
定
は
、
同
一
の
天
文
現
象
を
異
な
る
地
点
に
お
い
て
観
察
可
能
な
時
刻
が
、
地
球
の
自
転
に
よ
っ
て
偏
差

を
示
す
こ
と
を
基
盤
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
月
距
法
以
外
に
も
、
日
食
や
月
食
な
ど
の
特
異
な
天
文
現
象
の
観
測
か
ら
も

経
度
は
確
定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
文
観
測
の
実
践
が
地
表
の
経
度
を
定
位
す
る
「
地
理
学
」
に
繋
が
っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ

る
。
Ｒ
・
ソ
レ
ン
ソ
ン
は
、「
非
常
に
実
用
的
な
意
味
で
は
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、「
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
天
文
学
は
ほ
ぼ
完
全

に
地
理
学
に
従
属
し
て
い
る
」
(
)

と
さ
え
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
経
度
の
測
定
は
海
上
に
お
け
る
正
確
性
を
求
め
ら
れ
て
い
た
点
や

52

指
令
書
が
言
う
地
理
的
知
識
の
獲
得
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
然
航
海
技
術
と
の
関
連
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
天

文
学
者
た
ち
に
も
支
給
さ
れ
た
Ｊ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
『
航
海
技
術
の
原
理
』
に
は
、
指
令
書
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
全
て
の
観
測
の

方
法
・
解
説
が
包
含
さ
れ
て
お
り(
)、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
知
識
は
航
海
者
に
と
っ
て
も
不
可
欠
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

53

探
検
に
参
加
し
た
天
文
学
者
た
ち
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
も
経
緯
度
の
確
定
作
業
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
日
数
回
（
多
い
日
で
約

一
〇
回
）、
月
距
法
と
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
経
度
の
測
定
を
実
施
し
た
。
月
距
法
に
よ
っ
て
経
度
を
抽
出
す
る
た
め
に
は
、
観
測

か
ら
計
算
ま
で
約
三
〇
分
は
必
要
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
や
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
よ
う
に
、
月
距
法
を
習
得
し
て
い
る
船
長
や

士
官
が
、
離
脱
し
た
天
文
学
者
の
役
割
を
引
き
継
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
仕
事
は
地
理
的
情
報
の
収
集
に
留
ま
ら
ず
、
ネ
イ

テ
ィ
ヴ
と
の
交
渉
や
戦
闘
、
土
壌
の
調
査
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
な
お
か
つ
数
十
名
の
船
員
の
監
督
ま
で
担
う
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
一

日
に
数
度
も
天
文
観
測
や
各
種
観
察
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
作
業
に
専
念
す

る
天
文
学
者
を
同
伴
さ
せ
る
大
き
な
意
義
を
認
め
ら
れ
る
。
探
検
航
海
に
お
い
て
、
船
舶
が
世
界
の
ど
の
地
点
を
移
動
し
て
い
る
か

を
知
る
た
め
に
経
緯
度
を
正
確
に
決
定
す
る
必
要
性
は
、
船
舶
と
船
員
の
安
全
性
の
確
保
に
関
わ
っ
て
い
る
。
地
理
的
知
識
が
乏
し
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い
海
域
で
船
舶
の
位
置
を
誤
認
す
れ
ば
、
船
員
を
疲
弊
さ
せ
る
航
海
の
長
期
化
や
暗
礁
な
ど
に
衝
突
す
る
可
能
性
が
格
段
に
増
加
す

る
た
め
で
あ
る
。

経
緯
度
を
収
集
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
そ
の
航
海
だ
け
で
な
く
、
続
く
航
海
者
や
地
図
製
作
者
が
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
を
提
供
す

る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
概
念
の
特
徴
は
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
地
点
を
二
つ
の
数
字
に
記
号
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
く
離

れ
た
場
所
か
ら
再
現
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
当
時
の
航
海
術
指
南
書
に
は
、
世
界
各
地
の
都
市
や
港
の
経
緯
度
が
多
数
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。『
航
海
技
術
の
原
理
』
に
は
、
二
五
ペ
ー
ジ
分
を
割
い
て
一
〇
〇
〇
以
上
の
地
点
の
経
緯
度
が

記
さ
れ
て
い
る(
)。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
遠
洋
航
海
に
は
海
図
や
航
海
器
具
、
数
学
の
知
識
は
も
と
よ
り
、
こ
の
一
覧
表
が
前

54

も
っ
て
必
要
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
あ
る
地
点
の
経
緯
度
の
正
確
な
把
握
に
は
、
実
際
に
そ
の
場
所
に
お
い
て
観
測
を
遂
行
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
各
地
点
の
経
度
と
緯
度
は
そ
の
場
所
を
訪
れ
た
人
々
の
適
切
な
観
測
か
ら
し
か
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
十
分
な
数
の
地
点
の
経
緯
度
を
収
集
す
る
に
は
長
い
歳
月
を
要
す
る
。
そ
の
帰
結
は
、
我
々
が
持
つ
地
球
の
表
面
に
つ

い
て
の
乏
し
い
知
識
の
中
で
さ
え
も
、
多
数
の
場
所
の
位
置
に
関
す
る
多
大
な
不
正
確
さ
で
あ
る(
)」。

さ
ら
に
、「
あ
る
地
域
の
地
図
、

55

海
洋
と
そ
の
境
界
の
海
図
は
主
に
経
度
と
緯
度
の
カ
タ
ロ
グ
か
ら
作
成
さ
れ
る
」（
vol.2,p.21）
と
し
て
、
地
図
製
作
に
お
け
る
正
確

な
経
緯
度
の
情
報
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

地
理
学
的
難
題
に
対
す
る
よ
り
説
得
的
な
解
答
を
提
示
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
の
も
、
実
際
に
そ
の
土
地
へ
と
船
を
進
め
、
直

接
の
経
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
南
方
大
陸
や
北
西
航
路
の
不
在
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、「
そ
こ
」
を

訪
れ
た
こ
と
を
確
実
に
証
明
し
、
な
お
か
つ
そ
の
証
明
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
た
ち
で
理
解
さ
れ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
経
度
の
測
定
が
不
正
確
だ
と
す
れ
ば
、
探
検
航
海
に
お
い
て
航
海
者
が
そ
の
地
点
を
訪
れ
た
と
い

う
主
張
自
体
が
妥
当
性
を
持
ち
得
な
い
。
つ
ま
り
、経
緯
度
の
正
確
な
測
定
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、ク
ッ
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ク
や
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
が
提
起
す
る
北
西
航
路
や
南
方
大
陸
の
不
在
と
い
う
主
張
が
正
当
性
を
保
持
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

探
検
航
海
が
地
理
学
的
難
題
を
「
解
決
」
あ
る
い
は
「
伝
説
化
」
す
る
た
め
に
も
、
経
緯
度
の
測
定
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う(
)。
56

お
わ
り
に

天
文
学
者
が
参
加
し
た
航
海
は
全
て
探
検
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
地
理
的
知
識
が
乏
し
く
、
探
検
家
、
地
理
学
者
、
哲

学
者
の
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
地
域
へ
向
け
ら
れ
た
航
海
で
あ
っ
た
。
探
検
事
業
に
は
植
民
地
化
や
航
海
上
の
基
地
を
建
設
す

る
に
適
し
た
場
所
の
情
報
収
集
と
い
う
意
味
が
強
く
、
海
軍
と
経
度
委
員
会
は
そ
の
為
に
有
益
な
知
識
の
獲
得
を
目
指
し
て
、
多
額

の
給
与
と
社
会
的
上
昇
の
機
会
を
約
束
し
て
ま
で
、
天
文
学
者
を
派
遣
し
た
。
彼
ら
は
経
緯
度
の
確
定
、
月
距
法
の
指
導
、
ク
ロ
ノ

メ
ー
タ
ー
の
管
理
・
観
察
と
い
っ
た
経
度
委
員
会
の
任
命
に
よ
る
天
文
学
者
と
い
う
特
性
を
良
く
示
し
て
い
る
活
動
か
ら
、
地
磁
気

の
偏
差
、
海
水
の
温
度
・
塩
分
、
天
候
・
気
温
の
観
測
な
ど
の
当
時
の
数
学
者
た
ち
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
多
元
的
な
領
域
の

観
察
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
地
理
学
と
航
海
技
術
の
向
上
に
資
す
る
科
学
知
の
収
集
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
地
図
の
正
確
性
や
航
海
技
術
の
向
上
の
た
め
に
、
探
検
航
海
の
重
要
な
目
標
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
正
確
な
経
緯
度
の
測
定
を

担
う
た
め
に
、
天
文
学
者
の
同
伴
は
必
要
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
天
文
学
者
を
イ
ギ
リ
ス
科
学
史
に
お
け
る
「
専
門
職
業
化
（
profefssionalisation）」
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
連

さ
せ
て
本
稿
の
ま
と
め
と
し
よ
う
。
従
来
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
世
紀
後
半
に
い
た
る
ま
で
、
科
学
を
専
門
職
業
と
す
る
こ
と
や
科

学
研
究
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
行
な
っ
た
人
々
は
僅
か
だ
っ
た
と
い
う
見
方
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｄ
・
ナ
イ
ト
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と
Ｒ
・
コ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
結
以
降
、
海
軍
の
探
検
事
業
（
特
に
極
地
探
検
）
に
お
い
て
、
士
官
や
知
識
人
た

ち
が
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
天
文
学
者
、
医
師
、
地
図
製
作
者
、
そ
し
て
測
量
士
と
し
て
科
学
的
活
動
に
従
事
し
、「
専
門
職
業
化
」
と

見
な
せ
る
状
況
を
い
ち
早
く
生
み
出
し
て
い
た(
)。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
彼
ら
の
議
論
を
一
歩
進
め
て
、
国
家
に
よ
っ
て
給
与
を

57

支
給
さ
れ
て
科
学
的
営
為
を
担
う
主
体
と
し
て
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
探
検
事
業
に
参
加
し
た
天
文
学
者
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と

を
確
認
で
き
る
と
い
う
視
角
を
提
起
し
た
い
。
す
な
わ
ち
天
文
学
者
た
ち
が
担
っ
た
各
種
観
察
の
有
用
性
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
一
九
世
紀
へ
続
く
英
国
海
軍
と
科
学
研
究
と
の
連
携
と
い
う
伝
統
が
構
築
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
が
対
象
化
し
て
き
た
天
文
学
者
の
活
動
が
示
し
て
い
る
の
は
、
探
検
と
知
識
の
収
集
の
密
接
な
連
動
性
と
経
度
測
定
法
に
代

表
さ
れ
る
最
新
の
科
学
技
術
の
遠
方
へ
の
航
海
に
お
け
る
積
極
的
な
利
用
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
の
探
検
事
業
と
科
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